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〈

人

物

表

〉

 

林 
一
郎 

 

（
１
６
） 

 

１
年
Ａ
組 

 

北
村 

マ
サ
ル 

（
１
６
） 

 

１
年
Ａ
組
・
林
の
友
人 

松
井 

み
な
み 

（
１
６
） 

 

１
年
Ａ
組 

 

そ
の
他 

 

    

ロ
グ
ラ
イ
ン 

 

目
立
ち
た
く
な
い
林
は
、
み
な
み
へ
の
恋
心
が
バ
レ
て
、
ク
ラ
ス
の
注
目
の
的
に
な
っ
て

し
ま
う
。 

   

ね
ら
い 

 

恋
心
が
バ
レ
た
く
な
い
心
理
、
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
い
る
様
で
笑
っ
て
ほ
し
い
。 
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１
． 

林
家
・
一
郎
の
部
屋
（
朝
） 

静
ま
り
か
え
っ
た
部
屋
。 

林
一
郎
（
１
６

）、

ベ
ッ
ド
に
寝
そ
べ
り
、
浮
か
な
い
表
情

で
天
井
を
見
つ
め
て
い
る
。 

ド
ア
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
る
。 

母
の
声
「
一
郎
、
は
や
く
起
き
な
さ
い
」 

一
郎
、
返
事
し
な
い
。 

ド
ア
が
開
い
て
母
が
入
っ
て
く
る
。 

母 
 

「
は
や
く
し
な
い
と
遅
刻
す
る
わ
よ
」 

一
郎
、
少
し
起
き
上
が
り
し
ん
ど
そ
う
な
表
情
で
、 

一
郎 

「
頭
痛
い
か
ら
休
む
」 

母 
 

「
あ
ん
た
水
曜
は
い
つ
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
理
由
を
言
い
な
さ
い
よ
」 

一
郎 

「
…
…
」 

母 
 

「
黙
っ
て
た
ら
わ
か
ん
な
い
で
し
ょ
」 

一
郎 

「
…
…
今
日
は
休
み
た
い
ん
だ
よ
」 

母 
 

「
じ
ゃ
あ
お
父
さ
ん
に
説
明
し
て
ね
。
自
分
で
。
母
さ
ん
は
知
ら
な

い
か
ら
」 

一
郎 

「
わ
か
っ
た
よ
。
行
く
よ
」 

と
、
ダ
ル
そ
う
に
起
き
上
が
り
、
机
の
上
に
あ
る
教
科
書
な

ど
を
鞄
に
入
れ
始
め
る
。 

 

２
． 

東
泉
高
校
・
１
年
Ａ
組
教
室
（
朝
） 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
。
一
郎
は
窓
際
の
席
。 

教
卓
で
は
担
任
が
連
絡
事
項
を
読
み
上
げ
て
い
る
。 

一
郎
は
退
屈
そ
う
に
聞
き
流
し
て
い
る
。 

担
任 

「
そ
れ
か
ら
美
化
委
員
。
え
ー
ー
美
化
委
員
は
、
松
井
」 

一
瞬
に
し
て
一
郎
の
顔
が
強
張
る
。 

担
任 

「
松
井
は
ど
こ
に
座
っ
て
る
～
？
」 

一
郎
、
視
線
を
下
に
落
と
す
。 

遠
く
の
席
で
「
は
い
」
と
返
事
す
る
声
。
松
井
み
な
み
（
１

６
）
で
あ
る
。 

担
任
の
声
「
昼
休
み
理
科
室
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
美
化
委
員
の
集
ま
り
が

あ
る
み
た
い
で
す
」 

み
な
み
の
声
「
わ
か
り
ま
し
た
」 
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一
郎
、
顔
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

担
任
の
声
「
で
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
以
上
で
す
」 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

 

３
． 
東
泉
高
校
・
廊
下
～
美
術
室
（
朝
） 

移
動
教
室
へ
向
か
う
１
年
Ａ
組
の
生
徒
達
。 

一
郎
と
北
村
マ
サ
ル
（
１
６

）
、

並
ん
で
歩
い
て
い
る
。 

そ
の
前
を
歩
く
の
は
み
な
み
と
女
子
生
徒
。 

一
郎
、
み
な
み
に
注
意
を
と
ら
れ
て
い
る
。 

北
村 

「
お
前
明
日
の
発
表
の
準
備
も
う
や
っ
た
？
」 

一
郎
、
気
付
か
な
い
。 

北
村 

「
な
あ
」 

一
郎 

「
え
？
」 

北
村 

「
だ
か
ら
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
つ
く
っ
た
の
か
っ
て
」 

一
郎 

「
あ
あ
、
つ
く
っ
た
よ
」 

北
村 

「
結
構
ち
ゃ
ん
と
調
べ
た
？
」 

一
郎 

「
そ
れ
な
り
に
は
」 

北
村 

「
俺
の
後
に
お
前
が
す
ご
い
発
表
し
た
ら
俺
だ
け
悪
目
立
ち
す
る
だ

ろ
～
～
バ
ラ
ン
ス
と
れ
よ
」 

一
郎 

「
そ
れ
は
お
前
が
悪
い
」 

一
郎
、
み
な
み
に
気
を
と
ら
れ
る
。 

美
術
室
が
見
え
て
く
る
。 

北
村 

「
１
時
間
目
か
ら
美
術
っ
て
の
は
楽
だ
け
ど
さ
、
俺
一
番
前
の
席
だ

か
ら
先
生
と
頻
繁
に
目
が
合
っ
て
嫌
な
ん
だ
よ
な
。
お
前
席
ど
こ

だ
っ
け
」 

一
郎 

「
結
構
後
ろ
の
方
」 

北
村 

「
い
い
よ
な
～
隣
は
？
」 

一
郎 

「
！
」 

一
郎
、
み
な
み
が
会
話
中
な
の
を
確
認
し
、 

一
郎 

「
（
ボ
ソ
ッ
と
）
松
井
、
さ
ん
」 

北
村 

「
誰
だ
っ
て
？
」 

一
郎 

「
誰
で
も
い
い
だ
ろ
」 

北
村 

「
な
ん
だ
そ
り
ゃ
。
隣
は
誰
な
ん
だ
よ
」 

一
郎
、
み
な
み
を
気
に
し
て
、 
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一
郎 

「
だ
か
ら
松
井
、
さ
ん
だ
よ
」 

北
村 

「
あ
ー
ー
松
井
さ
ん
か
。
な
ん
で
一
回
隠
し
た
ん
だ
？
」 

一
郎
、
み
な
み
が
気
に
な
る
。 

一
郎 

「
別
に
。
お
前
こ
そ
し
つ
こ
い
ぞ
。
も
し
か
し
て
す
、
好
き
な
の
か
」 

北
村 

「
は
あ
？ 

な
ん
で
そ
う
な
る
ん
だ
よ
。
い
や
俺
の
隣
が
あ
の
馬
場

だ
か
ら
お
前
の
隣
が
気
に
な
っ
た
だ
け
だ
よ
」 

一
郎
、
み
な
み
を
気
に
し
て
、 

一
郎 
「
別
に
馬
場
さ
ん
で
も
い
い
だ
ろ
」 

北
村 

「
さ
ん
っ
て
な
ん
だ
よ
。
気
持
ち
悪
い
。
お
前
馬
場
の
こ
と
好
き
な

の
か
」 一

郎
、
み
な
み
を
確
認
し
て
か
ら
、 

一
郎 

「
お
前
は
ア
ホ
だ
」 

 

４
． 

東
泉
高
校
・
美
術
室
（
朝
） 

続
々
と
入
っ
て
く
る
１
年
Ａ
組
の
生
徒
た
ち
。 

座
席
は
一
人
用
の
机
が
ひ
っ
つ
い
て
ペ
ア
に
な
っ
て
い
る
。 

一
郎
、
自
分
の
席
に
向
か
い
、
静
か
に
座
る
。 

一
郎 

「
…
…
」 と

、
前
方
か
ら
み
な
み
が
来
る
の
が
見
え
る
。 

身
構
え
る
一
郎
。 

み
な
み
、
や
っ
て
来
て
一
郎
の
隣
に
座
る
。 

一
郎
、
俯
い
て
じ
っ
と
机
を
見
て
い
る
。 

み
な
み
の
声
「
お
は
よ
う
」 

一
郎 

「
！ 

（
振
り
向
い
て
）
お
は
…
…
」 

み
な
み
、
向
か
い
の
席
の
女
子
生
徒
と
話
し
て
い
る
。 

一
郎
、
横
目
で
周
囲
を
見
渡
し
た
後
、
俯
い
て
ま
た
机
を
見

る
。 

 

５
． 

林
家
・
一
郎
の
部
屋
（
夜
） 

数
学
の
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
一
郎
。
手
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

一
郎
、
問
題
で
は
な
く
目
の
前
の
壁
を
見
つ
め
て
い
る
。 

一
郎 

「
…
…
」 一

郎
、
我
に
返
り
、
問
題
に
取
り
組
む
。 

が
、
貧
乏
揺
す
り
を
始
め
る
。 
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と
う
と
う
ペ
ン
を
放
り
投
げ
て
し
ま
う
。 

 

６
． 

東
泉
高
校
・
１
年
Ａ
組
教
室
（
昼
） 

地
理
の
授
業
中
。
教
卓
に
は
北
村
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
が
映
っ
て
い
て
、
生
徒
た
ち
が
見

て
い
る
。
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
地
理
教
師
が
い
る
。 

一
郎
も
見
守
る
。 

北
村 
「
僕
が
調
べ
た
世
界
の
地
形
は
エ
ベ
レ
ス
ト
で
す
。
エ
ベ
レ
ス
ト
は

標
高
…
…
」 

 
×
 
×
 
×

 

地
理
教
師
「
北
村
く
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

北
村
、
席
に
戻
る
。 

一
郎
、

U
S

B
を
持
っ
て
席
を
立
ち
、
教
卓
へ
向
か
う
。 

 
×
 
×
 
×

 

一
郎 

「
以
上
が
ウ
ユ
ニ
塩
湖
の
紹
介
と
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」 

間
。 

地
理
教
師
「
（
促
し
て
）
で
は
質
問
あ
る
人
は
」 

手
は
挙
が
ら
な
い
。 

地
理
教
師
「
質
問
な
い
で
す
か
？
」 

一
郎 

「
…
…
」 

地
理
教
師
「
で
は
今
日
は
３
０
日
な
の
で
…
…
」 

一
郎 

「
！
」 

地
理
教
師
「
出
席
番
号
３
０
番
は
、
松
井
さ
ん
。
松
井
さ
ん
い
ま
す
か
？
」 

一
郎
、
顔
が
強
張
る
。 

み
な
み
の
声
「
は
い
」 

前
の
方
に
座
っ
て
い
る
女
子
生
徒
２
人
が
一
郎
を
見
て
何
や

ら
話
し
て
い
る
。 

一
郎
、
そ
れ
を
見
て
、
小
さ
く
息
を
整
え
る
。 

地
理
教
師
「
何
か
質
問
し
て
く
だ
さ
い
」 

み
な
み
「
は
い
」 と

、
立
ち
上
が
る
。 

一
郎
、
み
な
み
の
方
へ
顔
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

み
な
み
「
え
ー
っ
と
」 
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一
郎
、
女
子
生
徒
２
人
を
チ
ラ
リ
と
確
認
す
る
。 

女
子
生
徒
２
人
は
ニ
ヤ
け
て
い
る
。 

一
郎
、
み
な
み
の
方
へ
少
し
顔
を
向
け
る
。 

み
な
み
「
結
構
調
べ
た
の
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
林
く
ん
は
こ
の
ウ

ユ
ニ
塩
湖
が
好
き
な
ん
で
す
か
？
」 

一
郎 

「
…
…
え
？
」 

み
な
み
「
あ
、
い
や
単
純
に
好
き
な
の
か
な
～
っ
て
」 

一
郎
、
視
線
を
落
と
す
。 

ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
女
子
生
徒
２
人
。 

他
の
生
徒
の
視
線
も
一
郎
に
集
ま
る
。 

一
郎 

「
…
…
」 一

郎
、
聞
き
取
れ
な
い
勢
い
で
、 

一
郎 

「
好
き
じ
ゃ
な
で
っ
」 

み
な
み
「
へ
？
」 ク

ラ
ス
中
の
視
線
が
一
郎
に
集
ま
っ
て
い
る
。 

一
郎
、
下
を
向
い
た
ま
ま
、 

一
郎 

「
あ
の
、
好
き
じ
ゃ
な
い
で
す
」 

み
な
み
「
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

と
、
座
る
。 

一
郎
、
顔
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

地
理
教
師
「
林
く
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

一
郎
、

U
S

B

を
抜
き
、
力
な
く
席
へ
向
か
う
。 

ク
ラ
ス
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
が
す
る
。 

   
 

 
 

（
終
わ
り
） 


